
 
 

 「農産物をただ売るのではなく、一緒に

自分たちの考え方や生き方も届けたい」。

そう語るのは、大崎市岩出山地区で 

「よっちゃん農場」を夫婦で営む高橋道代

さん。東日本大震災をきっかけに地域の価

値を見直し、直売や出店販売を続けるほか、

地元産の唐辛子やタケノコを活かした加

工品や弁当を手がけている。 

「自分たちは何を大事にして生きてい

きたいか」を念頭に、地域に根ざした暮ら

しを形にしてきた。「大変なことはあって

も、顔の見える関係を築くことに意味があ

る」と高橋さんは直売や出店販売を続ける。 

「農業が売るためだけでなく、暮らしその

ものを伝える手段になると思っている」と

笑って語る高橋さん。志を共にする夫とと

もに、「暮らしごと伝える農業」を日々、形

にしている。 
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